
今
月
号
で
は
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、

西
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
住
む
西
区
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
か
、

数
値
を
参
考
に
し
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

西区は琴似発寒川と左股川を
境として、東側一帯と西側の発
寒地区が旧琴似町地域、西側の
残り一帯が旧手稲町地域となっ
ており、旧琴似町地域の開拓は
屯田兵の手により行われました。
明治８年（１８７５年）、北海道で最
初の屯田兵１９８戸が琴似地区に
入植。平成１７年（２００５年）は入植
１３０周年となり、琴似地区では
入植１３０周年を記念したイベン
トの開催が予定されています。

わしがお教
えしよう。

人口は２０万５，０７７人で
北・東・豊平区に次いで
４番目に多い西区。平均
年齢は４２．４歳で南区に
次いで２番目に高くなっ
ています。平成１５年中の
人口増加数は９２４人で、１０
区中５番目です。

※推計人口（国勢調査ベース）

特集

西区の人口推移
（各年１０月１日現在）

昭和３０年（１９５５年）、
琴似町は札幌市と合併
しました（札幌村、篠路
村も同時）。平成１７年
（２００５年）は札幌市との
合併後、５０周年となる
節目の年です。

前
ペ
ー
ジ
に
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
琴
似
屯
田
兵
屋
を
含

め
た
北
海
道
各
地
の
屯
田
兵
村

と
兵
屋
。
こ
れ
ら
は
、
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
た
い
北
海
道
の
大

切
な
宝
物
と
し
て
、
平
成
十
六

年
、
北
海
道
遺
産
第
二
回
選
定

分
二
十
七
件
の
う
ち
の
一
件
と

し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
推
計
人
口
（
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）
で
あ
り
、

現
在
の
区
域
に
置
き
換
え
た
も
の
。

西区は市の西部に位置し、
区のほぼ中央部を流れてい
る琴似発寒川の扇状地の上
に発展した地域です。面積
は７４．９３平方キロメートル
で１０区中、南区に次いで２
番目の広さです。東西に
１４．０キロメートル、南北に
１１．４キロメートルの広が
りを持ちます。

年少人口（０～１４歳）

２万６，４６９人
（１２．８％）

西区琴似は北海道で最初に屯田兵
が入植した歴史あるまちじゃ。ちな
みに、１２５年前の明治１３年（１８８０年）
に札幌～手宮間に鉄道が開通。その
２年後の明治１５年（１８８２年）に琴似
に鉄道の簡易停車場が設けられたぞ。

生産年齢人口
（１５歳～６４歳）
１４万４，５９０人
（７０．０％）

合計
２０万６，６７５人

老年人口（６５歳以上）

３万５，６１６人
（１７．２％）

西区の老年人口は
１７．２％で南区に次い
で２番目に多い。年少
人口の割合は全市平均
と同じ１２．８％。西区が、
子どもから、お年寄り
までみんなの住みやす
いまちになってほしい
ものじゃ。

※
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る

（
平
成
１６
年
１０
月
１
日
現
在
）

西
区
年
齢
別
人
口
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